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欧州を巡りて (III)

ì~TI 木紀クJ

T. SEGI: My visit to Europe (III) 

(6) 瑞典から白耳義ヘ

ス トックホノレムから51時間程，街1馴染の SAS~設に来って 9 月下旬ブラ

ッセノレlζ若く と，小国の剖に大きな空港lζ怖いた。植物闘に行き陪葉町{で

Gelid印mの標本，判ーに G.ρusillum(STACKl-IOUSE) LE JOLIS， G. divaricalum 

MARTENS等に就いて調べた。 Directorの DEMARET博士の御世話になった

が， 英語がなかなか通ぜずもど‘か しかった。温室の*~{IJ は壮大な Herbarium

kなって，多くの標本がぎっしり詰っている。展示室には特に desertplant 

の Welwitschia mirabilis， Kurkeik コノレク (Algeria i主)，仁|本j主木材の

Sample等があって興味深かっ

た。研究室では植民地コンゴー

の，他物を悼んに研究している。

プラッセノレでは又折良く IJlj

催中の ~jt国博を見る機会に忠ま

れた。 全部見ると 141=1間位も

かかる膨大なものであったが，

之を 21こ|聞のみで主要な所を犯!

った。 米，英，ソ辿，イム主主:の各

館のli大なものに比べLI本館は

余りにも貧弱であった。殊lζ入

1 I上11iklt大な版燥の写哀を財

げていたが，その後復興した現

在の|二l本の写真が一枚欲しかっ

た。然し附属食堂の 11*食に久

し振りに故国の味を懐 しんだ。

ソ述内lfiは|工大なガラスばりの建

物で，中央一列に例の人工術阜

の模型を並べ，ソ辿物j主品が美

合主堂

ブラッセ Jレの柾i物|麹ilul室

及び11:'，'，*館(装側j

水中m波探知機を備えた円形の観測艇
(ブラヅセ Jレ万['1;1M・アメ¥
リ均飴 Jl~ の人iiI1山 にて j 
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しく 並び，各種様々な印刷物をサービスしている。此処の二階に巨大な凍結

腕魚、(チ ョクヂメ)の標本があった。次!C米国館lζ一つ水産関係で面白いもの

があったので夫れを紹介しよう。それは水中電波探知機 (Sonar)を備えた円

型の観測艇で，同館の池tζ浮べてあった(写真参照)。甘IJ洋の水深及び魚群保

知の水中 レーダーを備え 1時間 18mileの快スピードを出すというから驚

く。完全なる円形のもので，どちらが船首か船尾か，一寸迷う怪物であった。

共のf也チヱツコ館にはお得意、のガラス細工でメンデ リズムが説明しであり，

又 BOHUMJLNEMECの組物組織の説明も同様にしてあったが，特にその色彩

が優れていた。 モナコ館tζは庄大なヲミ へピ及び深海産有毒魚の標本が入口

に展示してあった。

(7) 白耳義より仏蘭西ヘ

Sabena械でブラァセノレから 11時間余飛んで，パリーへ夜中の l時lζ着

く。 空港パスがやがて凱旋門か ら ν ャンゼリピ ~ !C:入り，更にコンコノレド広

場ーぱいの明りの下を走るl時，流石tζパリーに来たと感ずる。深夜の不夜城

を走って 21時頃古風なホテノレlζ着く。今，如何にも花の都ノ《リーに来た感、じ

がするが，ζ の花の意味が想像していたプレ ッνュな ものとは追って，クラ
νカノレなものであった。 花という意味は 「燦然たる歴史と撃やかな伝統lζ彩

られた」という意味であろう事をはじめて知った。 古い街並，街燈一つにも

丹誠を乙めて作り上げた底知れぬ芸術の者15である。又街を歩いている大部分

の人は ， 意外な程質素で地味な服装であった。 ~ "f e l' •. 

此処lζ居るとl時々 ，ふと前世紀のjljを歩いてい

るような錯党にとらわれる。 歩いている人迄も

何だか前世紀の人間の様に感ぜられる。 人間の

一生がほんの一瞬間の過程Kすぎないよ うに思

われてならない。

ホテノレには FELDMANN.IX;から手紙が来てお

り 「自分は1=1下ナポ リに居るが.2. 3 JJ中には

州1ムするからお闘にかかれる。留守中はMESLIN

氏が何でも御世話する」とあった。 10月に近く

そろそろνヤジゼリゼ{のマロニヱの葉が散り

しきる頃であった。FELDMANNt~ì-土のいる海洋

字削究所へ行くι ノレクジーシブーノレ公出lやメノレボ
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γヌ大学lζ近い此処は，モナ コ海洋研究所の附属で，入仁1'C;とを示す大きな

標示板があった。古い組物であったが，1-1-'は白一色で;il'i 潔である。 MESLlNp'i. 

士がカ ーン大学所i伎の Gelidiu1namansu LAMOURUUXの typeを，在、の為に

わざわざパ リー迄巡んでおいて下さったので， 乙乙で IVI~べねたのは ~Iq;n( ギー

であった(後11別報予定)0 MESLlN氏は「山田先生が初めて之を調べ，その

次は君だ」と述べ，原記載のある “Dissertationsur Plusieurs Especes de 

Fucus"の本を出し極々説明してくれる。 FEl.DMANN同士の姉仏後，色々親

切に私'11世話になり，又多くの標本を見せて拙いたが， q~'d乙 Polysiρhonia

codiicola ZANARDINI， Gelidium fasciculatum HAMEL等が興味深かった。

研究室のフェ Jレドマン同士

(パ リ-If，i洋学研究所内)

国立|当然科学問物航 ・1;，凶L氾U

パリーの国立自然科学問物館:

I~;J ;fE他物lilf先所

lκζ近い他物幽内の1壮j上:大なA悠i主!物で、あつた。ダリアのl咲き札れるジョノレダシ・ド・

ダリアのすぐ近くに L... :大なプラタナスの並木の トンネノレが続き，その|付を

騎舵や蹴馬が子供のお相手をして歩いている織は，如何にも l剖洋らしい。此

処の二階に広大な Herlコanumがあり，BOURRELLY t'，I1:1: が {ìSJ~ しておられる

ので色々御世話になった。又此処にいる ARDRE娘は史認をもj叫し使iJ:をは

かつてくれた。 Herbariumは1.France， 2. General， 3. THURET et BORNET， 

4. MONTAGNEの4部に分かれている。研究室入IIには SalleSAUV AGEAU 

Salle G. TH'URET-Ed. BORNETの掲示がしである。又研究車内lζは多くの泌

類学者の写真が掲げてあり，海部関係の文献が若者名別，アルファペ ットJI[fj

k完備していた。此処でも Polysiρhonia，Gelidium， Plerocladia 1こ同す

る多くの標本を検したが，特lζ P.subtilissima MONTAGNE， P. savatieri 
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HARIOT， G.lalifoliurn BORNET， G. sesquiρedale THURET， G. corneurn LAMO-

UROUX等lζ注目し，多数の標本を調奄 ・撮影したe

滞在中の一夜，パシテオ γ附近の FELDMANN t~，'1士宅』ζ招かれて親しみ

の瀧れた家族の方々と共lζ厚遇され，又次の夜は VIRVILLE博士宅に伺かれ

た。 VIRVILLE同士は海好きの学者lζ相応しく ，御自慢の「海の部屋JI乙は海

に関する革ー々の蒐集品がf!fliられ，書斉は英大な書11でJ:Mlまり，玄・関lζは1:1:1i立

の!騎士の可1i7がRillられて，宛も家全体が Museumのi憾な感じである。さす

が郁子市消の木場だけあって，次々と幾何一類もの稲荷i凶をH-iされたのには驚い

7こ。

パリ ー及びその近郊lζはノレーフソレ，凱旋門， エッブェノレi待，グェノレサイ

ュ， フ ~Y テ y ブロ x 等訪れる所は余りにも多い。エッフェノレ階附近のジャ

イヨー宮にある海洋間物館l乙は.fm々 而!さIい展示があったが，就中巨大な潜

水服が興味深かった。又此処の水族!11'{はあまり大きく はなかったが，zzt1.の
外JlIJI，とIJqつ足を持ったメ キνコ産 ・，[I ~~ :1:(1， (Axolotl)の奇妙な形態に思わず

みとれ，νャyターを切る。又大学部Tliへ行き il木学生会合引を訪問した。

il木風の建物ですぐわかり，広聞にはfi車問画作lのI=':大な絵があり，文問書館

lこは FI 木の書~;~;がずらりと並び ， 久し振りに多くの n 木文字を見て非常に懐

しかった。

レス トラシで名物の牡蛸を食したが，注文して持って来たものは芯外lζ

も生牡暇であった。 IDLの上lζFucusを敷き，その上{ζ生牡輔がのせである。

之に レモシの汁をかけて食べる。なおとの地では牡輔の愉送に Fucusを使

うらしく ，脂頭で Fucusの上lζ並べてある光jd-や，慌の中{ζ Fucusと牡輔

が一怖につまっている所等をよく見かけた。

(8) 仏蘭西から瑞西へ

パリ {から SwissAir 機で 2時間程飛んでチュ ーリッヒ(ζ着く。測IJs伴で

淡水産の藻類を採集する。此の美しい1I1rIζは可成り多くの口本人が居り，在
外邦人の生活を現実lζ見て色々参考Iζなった。日本人ではないが，北大で長

らく教鞭をとっておられた KOLLER教授未亡人が，ホテノレのすぐ前lζ住んで

おられるので訪ね，その娘さん(スイス人で子供の頃札幌にいた)と 日木語で

お話出来たのは印象的であった。チューリッヒからユ Yグフラヲ[乙向う途中，

柄拘lベノレγでーれしたが，その美しい風光は全く絵の様であった“ユングフ

ラヲ行の惹山鉄道は上部lζ行くに従って線路のl隔が狭くなるので，途中で 2，
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3回乗りかえた。終点は洞窟内lζ作つであ り，如何なる天候の 1-11ζも好都合

lζ出来ている。幸い頂上ではl時々晴れて崇高な Monchを望む事が出来たι

壮大な氷河にアノレプスの軍感をまざまざと感ずる£帰路イγターラーケシで

j\ÿ~早く，牧場の牛の一群がとてもいい音の振鈴を首につけて， 一人の少作 lζ

率いられてゆくのに出会ったが，如何にも アノレプスらしい牧歌的風景であっ

た。ふと 10有余年の昔， 札幌で雪の夜|却し、た馬櫨の澄んだ鈴の音が， 辿怨

されてならなかった。

(9) 瑞西より伊太利ヘ

Swiss Air機で 21時間余地んでロ ーマlζ向う。アルプスを;!，Thえてローマ

[ζ着くと，10月中旬というのにさすがに小暑く ，太防の光も強烈である。冬

服をぬいで久し振りに夏服を着る。 ローマはrlj全体が追跡と言ってよいもI多

数のものがあるn ブオロ ・ロマーノ， ピク トノレエマヌエノレ記念J払パチカン，

カタコシベ等々何れも歴史的興味に満ちたものであるが，英語があまり通じ

ないのと，タクジー料金の滅茶?lリ15であるのには|羽仁|する。

ナポリの ZoologicalStation 

k行くと，恰j立留学"1:1の北大山田

真弓先生lこ色々 。jIt世話lζなる。先

生はイタリ ー詔が恨めて上手であ

るので大変心強かった。又此処は

図書が非常に完備している事[ζ篤

いた。 ζ の辺のifu藻はドイツのi吹

FUNK 同士lζよってよく検べられ

ている。 研究所附近では海藻採集

はかなり困郊であったが，マノレキ

明 11置!司

、‘

ナポリの ZoologicalStation 

アロへ行き Gelidiu1勿，Fucus， Pelvetia等を採集したι 研究所には北大内回

数授が居られたが，乙の他海藻関係の BETH氏lζ会い培養中の海藻を見せて

もらったι Acetabularia， Halimeda， Gracilaria， Valonia， Anadyomene， 

Dictyota等が約麗に培養され，又 Vidaliavolubilis (L.) J. AGARDHを少し

戴いた包猶，培養器は均等に光と温度がゆく様lζ工夫され，内部は蛍光燃が

一本中軸lと入り 1)日商鏡でi絞ってあった。との中lζ棚が沢山作つであり，乙

の器全体が恒温室に入れられてあった。文此処の水族館には水畑中 l乙イカ

Loligo vulgarisが遊泳している J
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!こ例があまりなく而白かった。

又ナポリではポ γペイの廃峰を訪れたが，此処では特lζ FishMarketの

跡{ζ注目した。広場の一隅lζ上部アーチ3111になった小間があり，乙の辺から

は伐の鱗や!包丁等が多く発掘された111，今から 2000I，r:'liij既lζζ の掠なマーケ

ットがあったかと思うと感慨深かった。ナポ リ滞在中の一11;fJプリ出へ行き

有名な育の洞窟見学後登った自の頂上tc，大きな土産物J，Iiがあり，此処のνョ

ー・ クィシ ドヲの真中lζ，11木J:t莫F"kのrι日カ11fi!こ入れ';;:々 j瓦示してあった。
(10) 伊太利より帰国ヘ

最後の SAS機[ζ来ってロ ーマを後[ζ し，南廻り近東;in同を経て帰悶の

途についた。途中北アラビアのνリア沙漠上空で恰度考察明が訪れ，朝主たな

びく 下界の東天lζ，立felの太陽が上る土I:J殺さは筆舌1<::尽し知い。次第lζ明る

くなると見渡す限り沙漠地.1札 {革かに納lい道路が糸の様!こ延々と続き，自動

車が蚤の様lζ後 lζ砂淡をたてて走る。イラシ!と入ると (I~ 々たる岩山が続き ，

緑色のものは何一つ見えない。続いて藍背色のアラビア海lζ見とれているrt

間もなくカラチ着陸。沙漠と砂塵の~Jj ， 将・くて気息奄奄，土人が飛行機の繋

，0日jをする。スチュワ ーデスが富士山と烏jFJの絵のついた市jばり団扇を渡して

くれる。次いでlefJ度lζ入ると漉慨が行局き，育緑色の*=が見えはじめる。夜

となってパシ コ ック m:l~t< なま|暖かく ， 立派な空港で少JE!する。機七で第二

夜が明け，7.1<.田地;貯が見えだ したと思うとマニラ着陸，いよいよ狙悶11*IC 

近つeく。侃処から太平洋を一路北上，雲rlJJI~行を続け何一つ見えない。 7 時

間程後，雲の隙聞から炎然伊豆半島が見えはじめた。狭く0!て ζみ，ごちゃ

どちやしたI1Ij並，溢れた川[ζ木材がーばい浮いている。 |111もなく東京湾の海

苔場が見えたと思うと ， 突っこむようにランディシグ。冷~I~Î1ζ贈る羽田に無

事着いてほっとした。 (ヲti) 三E瓜立大学水産学部)

Dr. FRANZ M OE¥"lUS， Prof. CURT HOFFMANN 

及び Prof.GILsERT M . SMITH三博士の言卜

昨年は春から夏にかけて著名な 3人の藻類学者の;:トが報ぜられた。叩ち

4月lζはクラミドモナス科の諸種等の研究で有名なアメリカ合衆国マイアミ

大学の FRANZMOEWUS博士が50裁で急逝され，6月lζは海藻の生箆，生態，

利用等の方市に造訴の記長かった，刻!乙キーノレ大学の教授で同附属海洋研究所
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